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　令和 3年 5月 1日発行

３
月
議
会
（
令
和
３
年 

第
１
回
定
例
会
）

会 

期　

令
和
３
年 

３
月
5
日（
金
） 〜 

３
月
23
日（
火
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

19
日
間

【
上
程
さ
れ
た
議
案
】

◇
議　

案　

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
22
件

◇
発　

議
・
意　

見
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
２
件

◇
追
加
議
案
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
１
件

主
な
議
案

　

今
回
の
３
月
議
会
定
例
会

は
、
初
日
の
市
長
の
施
政
方

針
に
始
ま
り
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
第
６

弾
を
含
む
補
正
予
算
及
び
新

年
度
予
算
等
が
提
案
さ
れ
ま

し
た
。 

　

１
月
13
日
に
再
発
出
さ
れ

た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
に
よ
る
緊
急
事
態
宣
言

が
２
月
28
日
に
解
除
さ
れ
ま

し
た
が
、
引
き
続
き
３
月
21

日
ま
で
不
要
不
急
の
外
出
自

粛
や
飲
食
店
の
営
業
時
間
短

縮
な
ど
が
要
請
さ
れ
た
と
こ

ろ
で
す
。
こ
の
よ
う
な
中
、

う
き
は
市
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
第
６

弾
を
含
む
補
正
予
算
に
対
し
、

各
議
員
か
ら
は
「
市
民
生
活

等
の
支
援
を
拡
充
す
べ
き
で

は
な
い
か
」
と
い
う
意
見
等

が
出
さ
れ
ま
し
た
。 

　

ま
た
、
新
年
度
予
算
（
一

般
会
計
及
び
簡
易
水
道
、
下

水
道
事
業
会
計
）
は
、
予
算

特
別
委
員
会
に
よ
る
集
中
審

議
を
行
い
、
全
議
案
と
も
全

会
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。  

  

▼
高
齢
者
施
設
等
新
型
コ

  

　
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

  

　
対
策
支
援
金

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
に
よ
り
収
入
が

減
少
し
て
い
る
高
齢
者
施
設

等
へ
事
業
規
模
に
応
じ
10
〜

30
万
円
助
成
す
る
も
の
で
す
。 

予
算
額
：
２
０
２
０
万
円         

  

▼
市
民
生
活
支
援
給
付
金

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
に
よ
り
生
活
が

困
窮
さ
れ
て
い
る
家
計
へ
の

支
援
で
、
生
活
福
祉
資
金
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
特
例
貸

付
利
用
者
に
一
律
５
万
円
を

助
成
す
る
も
の
で
す
。

予
算
額
：
６
０
０
万
円

  

▼
学
校
教
育
活
動
継
続
支

  

　
援
事
業

　

小
中
学
校
の
「
新
し
い
生

活
様
式
」
に
そ
っ
た
学
習
環

境
を
整
備
す
る
た
め
、
感
染

症
対
策
に
必
要
と
な
る
物
品

等
を
購
入
す
る
も
の
で
す
。

予
算
額
：
８
８
０
万
円

  

▼
未
利
用
材
活
用
型
地
域

  

　 

経
済
支
援
事
業
費
補
助
金

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
を
受
け
て
い
る

森
林
所
有
者
を
支
援
す
る
た

め
、
未
利
用
材
を
有
効
活
用

で
き
る
よ
う
搬
出
助
成
を
行

い
、
林
業
及
び
地
域
経
済
の

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
に
伴
う
３

月
の
主
な
補
正
予
算

　
　
　
　
　 （
第
６
弾
）

活
性
化
を
図
る
も
の
で
す
。 

１
ｔ
当
た
り
２
０
０
０
円
相

当
の
商
品
券
を
支
給 

予
算
額
：
２
７
０
万
円

  

▼
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券

　

緊
急
事
態
宣
言
に
よ
る
消

費
の
落
ち
込
み
を
下
支
え
す

る
た
め
、
商
品
券
を
発
行
し
、

市
民
生
活
支
援
・
地
域
経
済

活
性
化
を
図
る
も
の
で
す
。 

販
売
額
総
額
：

　
　
　

３
億
５
０
０
０
万
円 

プ
レ
ミ
ア
ム
率
：
25
％

予
算
額
：
５
２
５
０
万
円

  

▼
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

  

　
対
策
中
小
企
業
等
経
営

  

　
安
定
支
援
金

　

緊
急
支
援
金
を
支
給
し
た

事
業
所
に
追
加
で
一
律
５
万

円
、
新
規
事
業
者
（
前
回
未

支
給
事
業
者
）
に
15
万
円
支

給
す
る
も
の
で
す
。 

予
算
額
：
４
２
９
０
万
円 

  

▼
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
フ
ォ

  

　
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
促
進
補

  

　
助
金

　

テ
レ
ワ
ー
ク
等
の
「
新
し

い
生
活
様
式
」
に
そ
っ
た
勤

3月議会定例会
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務
体
制
の
導
入
、
生
産
性
向

上
・
Ｄ
Ｘ
を
推
進
す
る
企
業

等
へ
助
成
す
る
も
の
で
す
。 

補
助
額
上
限
：
１
０
０
万
円

予
算
額
：
１
０
０
０
万
円

  

▼
ス
マ
ー
ト
農
業
推
進
化

  

　
事
業
費
補
助
金

　

高
性
能
機
器
（
自
動
制
御

付
ト
ラ
ク
タ
ー
、
ド
ロ
ー
ン

等
）
の
購
入
費
用
を
助
成
す

る
こ
と
に
よ
り
、
人
と
の
接

触
を
抑
え
、
生
産
性
向
上
を

推
進
す
る
も
の
で
す
。 

補
助
率
：
事
業
費
の
１
／
２ 

予
算
額
：
３
６
３
万
円  

 

■
３
月
の
主
な
一
般
会
計 

　 

補
正
予
算

  

▼
繰
越
明
許
費

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
に
よ
り
多
く
の

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
独
自
支
援
策
を
は
じ
め
、

屋
形
古
墳
関
連
施
設
整
備
事

業
や
災
害
復
旧
事
業
な
ど
多

く
の
事
業
を
令
和
３
年
度
へ

繰
り
越
し
ま
し
た
。

繰
越
事
業
数
：
42
事
業

総
事
業
費
：

　
　
　

８
億
７
８
０
４
万
円
  

▼
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

  

　
ワ
ク
チ
ン
接
種
会
場
設

  
　
営
業
務
委
託
料

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ

ク
チ
ン
接
種
会
場
設
営
の
た

め
に
委
託
す
る
も
の
で
す
。

予
算
額
：
２
１
３
３
万
円

  

▼
農
業
機
械
・
施
設
災
害

  

　
復
旧
支
援
事
業
費
補
助
金

　

令
和
２
年
７
月
の
豪
雨
災

害
、
９
月
の
台
風
に
よ
り
被

災
し
た
農
業
施
設
、
機
械
等

の
修
繕
、
再
取
得
に
係
る
費

用
の
一
部
を
支
援
す
る
も
の

で
す
。

予
算
額
：
１
１
９
５
万
円

    

▼
県
営
農
村
総
合
事
業
費

  

　
負
担
金

　

田
代
た
め
池
、
一
の
瀬
下

た
め
池
整
備
（
県
事
業
）
に

伴
う
市
の
負
担
金
で
す
。

予
算
額
：
４
１
９
万
円

◇
そ
の
他
、
コ
ロ
ナ
対
策
費

を
は
じ
め
農
地
整
備
計
画
費
、

河
川
改
良
費
や
住
宅
建
設
費

の
減
額
補
正
を
行
い
ま
し
た
。

  

■
そ
の
他
の
主
な
議
案

  

▼
専
決
処
分
の
承
認

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ

ク
チ
ン
接
種
に
伴
う
接
種
費

用
及
び
接
種
体
制
確
保
事
業

の
専
決
処
分
を
承
認
し
ま
し

た
。

予
算
額
：
１
億
７
１
７
９
万
円

  

▼
辺
地
に
か
か
る
総
合
整

　  

備
計
画
の
変
更
に
つ
い

　  

て

　

女
子
尾
簡
易
給
水
施
設
井

戸
掘
り
替
え
工
事
の
減
額
、

新
規
事
業
と
し
て
持
木
地
区

簡
易
給
水
施
設
井
戸
掘
り
替

え
工
事
及
び
送
水
管
改
修
工

事
、
小
塩
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
耐
震
改
修
事
業
の
計

画
追
加
を
可
決
し
ま
し
た
。

  

▼
耐
震
改
修
促
進
計
画
の

　  

策
定
に
つ
い
て

　

市
内
の
住
宅
や
建
築
物
等

の
耐
震
診
断
・
耐
震
改
修
の

促
進
計
画
（
令
和
３
年
度
か

ら
10
年
間
、
耐
震
率
95
％
目

標
）
に
つ
い
て
可
決
し
ま
し

た
。

  

▼
市
道
路
線
の
認
定
に
つ

  

　
い
て

　

宅
地
開
発
に
伴
う
新
設
市

道（
吉
井
町
福
益
字
下
小
柳
）

に
つ
い
て
可
決
し
ま
し
た
。

  

■
主
な
条
例
の
改
正

◇
市
道
の
構
造
の
技
術
的
基

　
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部

　
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

　
に
つ
い
て

　

歩
行
者
が
安
心
・
快
適
に

通
行
・
滞
留
で
き
る
「
歩
行

者
利
便
増
進
道
路
（
通
称
：

ほ
こ
み
ち
）」等
の
規
定
が
追

加
さ
れ
、
改
正
し
ま
し
た
。

◇
そ
の
他

　

久
留
米
広
域
市
町
村
圏
事

務
組
合
の
「
久
留
米
広
域
ふ

る
さ
と
振
興
基
金
」
廃
止
に

伴
い
債
権
配
分
が
行
わ
れ
る

こ
と
か
ら
、
市
地
域
振
興
基

金
条
例
の
一
部
を
改
正
し
ま

し
た
。

  

■
請
願
・
意
見
書
・
発
議

【
意
見
第
１
号
】

◇
核
兵
器
禁
止
条
約
発
効
に

　
伴
う
条
約
批
准
促
進
及
び

　
締
結
国
会
議
へ
の
オ
ブ
ザ

　
ー
バ
ー
参
加
を
求
め
る
意

　
見
書

　
議
会
と
し
て
、
当
該
意
見

書
は
妥
当
で
あ
る
と
認
め
、

国
に
対
し
意
見
書
を
提
出
し

ま
し
た
。

自動制御付トラクター、ドローン

ワクチン接種シミュレーション風景

3月議会定例会

活
性
化
を
図
る
も
の
で
す
。 

１
ｔ
当
た
り
２
０
０
０
円
相

当
の
商
品
券
を
支
給 

予
算
額
：
２
７
０
万
円

  

▼
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券

　

緊
急
事
態
宣
言
に
よ
る
消

費
の
落
ち
込
み
を
下
支
え
す

る
た
め
、
商
品
券
を
発
行
し
、

市
民
生
活
支
援
・
地
域
経
済

活
性
化
を
図
る
も
の
で
す
。 

販
売
額
総
額
：

　
　
　

３
億
５
０
０
０
万
円 

プ
レ
ミ
ア
ム
率
：
25
％

予
算
額
：
５
２
５
０
万
円

  

▼
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

  

　
対
策
中
小
企
業
等
経
営

  

　
安
定
支
援
金

　

緊
急
支
援
金
を
支
給
し
た

事
業
所
に
追
加
で
一
律
５
万

円
、
新
規
事
業
者
（
前
回
未

支
給
事
業
者
）
に
15
万
円
支

給
す
る
も
の
で
す
。 

予
算
額
：
４
２
９
０
万
円 

  

▼
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
フ
ォ

  

　
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
促
進
補

  

　
助
金

　

テ
レ
ワ
ー
ク
等
の
「
新
し

い
生
活
様
式
」
に
そ
っ
た
勤



  令和3年度　一般・特別会計　予算額

国民健康保険

予算額 ３７億８３６１万円

前年度対比
（増減額） １４億１６２０万円

増減率（％）

※前年度3月は骨格予算のため、一般会計においては大幅な増となっています。

会計区分
特別会計

一般会計

１５８億７５０６万円

後期高齢者医療 自動車学校

５億６４４万円 １億３２５５万円

△４５２３万円 △８８７万円

９.８% △１.２% ３.５% △６.３%

１７０１万円

4

歳入予算
158億7506万円

予算特別委員会
　令和3年度の一般会計は歳入歳出がそれぞれ158億7506万円となりました。これは令和2年度当初予算が
骨格予算であったため、比較すると9.8％の大幅な増額となりました。 また、令和2年度は新型コロナウイ
ルス感染症対策に対応した予算の流れでしたが、令和3年度も引き続きコロナ禍にある中で、感染症防止対
策をはじめ地域経済の回復が望まれる予算となりました。  

うきは市議会だより No.65

　令和 3年 5月 1日発行

◆市税（17.2％）
　市民税、固定資産税、軽自動車税など、
　市民のみなさんが納められる税金 
◆繰入金（12.0％）
　基金から、一般財源に繰り入れるお金
◆繰越金（0.9％）
　令和2年度から繰越しているお金
◆諸収入（2.0％）
　市の預金利子や貸付金元利収入、雑入
　など
◆寄附金（2.7％）
　ふるさと納税などの寄附金
◆分担金及び負担金（1.7％）
　いろいろな事業を行った際の地元負担
　金など
◆財産収入（0.8％）
　市の所有する資産等を売却して得たお
　金等

◆地方交付税（29.4％）
　行政の格差をなくすために、国から支
　給されるお金
◆国・県支出金（22.0％）
　補助事業を行った際の国や県からの補
　助金
◆市債（6.4％）
　市が借りるお金
◆地方譲与税（0.9％）
　森林環境譲与税など
◆その他各種交付金（4.0％）
　地方消費税交付金、ゴルフ場利用税交
　付金などの交付金 

一般会計
歳入合計
158億
7506万円

自
主
財
源

依
存
財
源

市税
27億2773万円

繰入金
19億
411万円

繰越金 1億5000万円

諸収入 3億1440万円

寄付金 4億3401万円

分担金及び負担金 2億7310万円

財産収入 1億2462万円

地方交付税
46億7000万円

国・県支出金
34億
9339万円

市債
10億1560万円

地方譲与税
1億3508万円

その他各種交付金
6億3302万円

62.7％

37.3％

99億
4709万円

 59億
2797万円



令和3年度　一般会計予算性質別内訳表

人件費

２４億４８５０万円 １億９９０６万円

積立金

５億６６５２万円 ７４万円

物件費 維持補修費 扶助費 補助費等 投資的経費

２０億９６８０万円 ３２億２７７０万円 １７億８３９５万円 １７億９２２４万円

繰出金 公債費 貸付金 予備費 合　計

２２億８９４３万円 １４億２８１４万円 ４１９８万円 １５８億７５０６万円

5

一般会計
新予算

令和３年度

歳出予算
158億7506万円
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◆総務費（16.1％）
　職員給与、地域コミュニティ推進、地
　方創生推進、徴税、選挙などに使われ
　るお金
◆民生費（33.1％）
　高齢者・障がい者福祉、児童福祉や保
　育所（園）、生活保護等に使われるお金
◆衛生費（6.4％）
　予防接種、総合健診、火葬場、ゴミ処
　理等に使われるお金

◆農林水産費（5.4％）
　農林業の振興、農地の整備、農林業担
　い手の育成、荒廃森林整備等に使われ
　るお金
◆商工費（2.0％）
　商工業の振興、観光の振興、公園の維
　持管理等に使われるお金
◆土木費（6.0％）
　道路・河川・橋梁・市営住宅等の新設
　整備や維持管理等に使われるお金
◆消防費（3.2％）
　消防署、消防団の運営、施設の維持管
　理、災害対策等に使われるお金
◆教育費（7.5％）
　小・中学校やスポーツ施設等の維持管
　理、学校給食、教育の振興、文化財保
　護、図書館等に使われるお金
◆公債費（9.0％）
　市債として借りたお金の返済に使われ
　るお金
◆その他（11.3％）
　議会費、災害復旧費、労働費、繰出金等 

一般会計
歳出合計
158億
7506万円

総務費
25億5997万円

民生費
52億5240万円

衛生費 10億1802万円

農林水産費 8億5890万円

商工費 3億2045万円

土木費 9億6003万円

消防費 5億1027万円

教育費
11億8235万円

公債費
14億2503万円

その他
17億8764万円



予算特別委員会

6
うきは市議会だより No.65

　令和 3年 5月 1日発行

 

■
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

　

 

イ
ル
ス
の
ワ
ク

　

 

チ
ン
接
種

　

2
月
1
日
に
、
市

民
の
安
全
を
図
る
た

め
市
役
所
内
に
「
う

き
は
市
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン

接
種
対
策
室
」
を
立

ち
上
げ
、
一
日
も
早

い
市
民
の
皆
様
へ
の

接
種
を
行
い
ま
す
。

～うきは市に元気と幸せを！ 
　　　　　　　つながろう うきは～ 

❶ 新型コロナウイルス感染症対策
❷ 「第 2次うきは市総合計画後期基本計画」・「第2期ルネッサンス戦略」・「第2次うきは市教
　 育大綱」のスタートを踏まえた人口減少対策と地域経済の活性化を図る地方創生推進事業
❸ 令和２年災害復旧工事
❹ 新高見団地建替工事
❺ 吉井学童保育所建替工事

令和 3年度 当初予算の概要 「５本の柱」 

 

■
令
和
２
年
７
月

　

 

災
害
復
旧
工
事

　

令
和
２
年
７
月
の

豪
雨
災
害
で
被
災
し

た
杭
迫
線（
妙
見
橋
）、

長
迫
・
盗
人
馬
場
線

（
長
迫
橋
）の
２
つ
の

橋
梁
と
３
路
線
の
市

道
の
災
害
復
旧
事
業

等
を
行
い
ま
す
。

妙見橋長迫橋

 

■
市
営
住
宅
新
高

　

 

見
団
地
建
替
工

　

 

事

　

老
朽
化
し
た
高
見

団
地
と
兎
渡
島
団
地

を
解
体
し
た
跡
地
に
、

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

造
、
５
階
建
て
の
新

高
見
団
地（
39
部
屋
）

が
今
年
夏
ご
ろ
に
完

成
し
ま
す
。 

 

■
吉
井
学
童
保
育

　

 

所
建
替
工
事

　

現
在
の
吉
井
学
童

保
育
所
は
、
老
朽
化

が
著
し
く
部
屋
が
狭

く
密
の
状
態
で
す
。

今
回
の
建
て
替
え
に

よ
り
、
定
員
51
名
か

ら
75
名
に
増
や
し
、

学
童
保
育
所
入
所
希

望
者
の
需
要
に
対
応

し
て
い
き
ま
す
。

完成予想図 建設中の新高見団地
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Ｑ 
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
困
窮

 

者
問
題
で
、
高
校
生
や
大
学

 

生
等
の
い
る
家
庭
に
対
す
る

 

支
援
が
で
き
な
い
も
の
か
。

Ａ 

ひ
と
り
親
世
帯
で
、
所
得

 

の
厳
し
い
家
庭
に
対
し
て
は

 

す
で
に
実
施
し
て
い
る
。

Ｑ 

ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
を
見
据

 

え
、
市
の
特
徴
を
活
か
し
た

 

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
と
あ

 

る
が
、
ど
う
い
う
こ
と
を
す

 

る
の
か
。

Ａ 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

 

染
症
を
乗
り
越
え
る
に
は
、

 
国
民
の
暮
ら
し
の
あ
り
方
、

 
す
べ
て
の
労
働
者
の
働
き
の

 
場
の
あ
り
方
が
求
め
ら
れ
て

 

い
る
。
新
た
な
生
活
習
慣
様

 

式
を
求
め
て
い
き
た
い
。

Ｑ 

歳
入
予
算
に
つ
い
て
、
自
主
財

 

源
の
伸
び
が
な
い
。
ま
た
、
財
政

 

力
指
数
を
0.5
以
上
に
す
る
た
め
の

 

財
政
計
画
は
必
要
だ
と
思
う
が
、

 

ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

Ａ 

現
状
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で

 

税
収
が
見
込
め
な
い
。
ま
た
、
地

 

方
交
付
税
も
国
勢
調
査
等
に
よ
る

 

人
口
の
減
少
で
減
ら
さ
れ
る
。
そ

 

の
中
で
、
財
政
力
を
つ
け
る
た
め

 

に
は
市
と
し
て
は
、
地
域
経
済
を

 

活
性
化
す
る
こ
と
で
、
税
収
等
を

 

増
や
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
と
考

 

え
て
い
る
。

Ｑ 

学
童
保
育
に
つ
い
て
、
学

 

校
施
設
の
利
用
と
い
う
の
は

 

で
き
な
い
の
か
。

Ａ 

学
童
保
育
に
つ
い
て
は
、

 

今
回
吉
井
学
童
保
育
所
の
建

 

替
を
計
画
し
て
い
る
。

 

　
学
校
施
設
の
利
用
に
つ
い

 

て
は
、
教
室
に
パ
ソ
コ
ン
を

 

置
く
の
で
利
用
で
き
な
い
。

Ｑ  ため池の問題で、農業用水の確保と防災・
 減災のための「ため池の保全条例」の検討は
 したのか。

Ａ ため池の整備については防災・減災を含め
 重要な問題と認識している。財政の裏づけを
 図りながら検討していきたい。

Ｑ 地方創生推進事業費につ
 いて、委託費が非常に多い。
 この委託内容についても、
 今必要な事業か、もっと他
 に子ども子育て世代や自然
 環境を活かした施策を考え
 た方が、人がうきは市に集
 まって来るのではないか。

Ａ 民間委託化については総
 務省も推進している。良い
 仕事、良い成果品を提供し
 てもらうことで成果を上げ
 ている。また、地元発注に
 ついても年々増えている。
 今後も地元業者への委託等
 を考えて進めていきたい。

Ｑ うきは市の基幹産業は農
 業である。その中でも、う
 きは市は「フルーツのまち」
 を売りにしている。しかし
 ながら、もっと具体的な支
 援を考えていかないと、今
 後どのようにしていくのか
 が見えてこない。

Ａ 今回のコロナ禍で農業が
 見直されている。「儲かる
 農業」と「小さな農業」を
 しっかりと見据えていく必
 要がある。
 　ＪＡにじと同じことをや
 るのではなく、しっかりと
 協議を重ねながら、取り組
 んでいきたい。

Ｑ 荒廃農地は年々増えてい
 る。中山間地等直接支払推
 進事業を担う組合が減少し
 てきている。組合体制の支
 援をもっと行ってほしい。
 また、守るべき農地とそう
 でない農地との線引きを早
 急に明確化するべきと考え
 る。

Ａ 農業委員も推進委員も今
 回新たに任命された。こち
 らとしっかり協議しながら
 進めていきたい。
 　また、農業振興地域整備
 計画についても、しっかり
 と今後の農業振興のあり方
 について所管と協議しなが
 ら、進めていく。

Ｑ 当初予算は総合計画の実
 現に向けて決めていくと思
 うが、それが弱いのではな
 いか。また、中長期的な「財
 政計画」を作成すべきでな
 いか。

Ａ 予算については、総合計
 画とはちがう義務的財政予
 算もある。また、中長期的
 な財政計画をたてることは
 大変重要と思うが、中長期
 的な計画となると、その時
 々の社会情勢の変動に大き
 く左右されることがある。
 今の現状では作成が難しい。

Ｑ うきは市の今回の予算を見ても、施策に特色がない。人口減少を
 くい止める施策についても、他の市町村と同じような事をしていて
 も魅力がない。もっと思い切った施策を実施してもらいたい。

Ａ 子育て少子化対策にかかる関係者協議の場を設けている。その中
 で若い人たち、女性に焦点をあてて、子育て世代の人たちが輝くま
 ちづくりを協議し進めている。

総括質疑令和3年度予算
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コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る

　
　
　
　
　
新
し
い
日
常
と
は

感
染
防
止
に
努
め
、
新
し
い
日
常
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
沿
っ
た
事
業
を
進
め
る
（
市
長
）

佐
藤
　
新
し
い
日
常
に
お
い

て
の
重
点
課
題
と
は
。

市
長
　

①
新
し
い
生
活
様
式
を
踏
ま

　
え
た
ま
ち
づ
く
り
。

②
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
持

　
続
可
能
な
地
域
社
会
づ
く

　
り
。

③
女
性
が
輝
く
ま
ち
づ
く
り
。

④
外
貨
を
稼
ぎ
地
域
で
循
環

　
さ
せ
る
仕
組
み
づ
く
り
。

⑤
ソ
サ
エ
テ
ィ
5.0
に
向
け
た

　
社
会
実
装
の
取
り
組
み
。

⑥
人
材
育
成
、
新
た
な
学
び

　
へ
の
挑
戦
。

佐
藤
　
学
童
保
育
に
対
す
る

考
え
方
、
取
り
組
み
を
伺
う
。

市
長
　

①
安
全
な
場
所
で
安
心
し
て

　
過
ご
せ
る
こ
と
。

②
学
年
を
超
え
て
集
団
生
活

　
の
ル
ー
ル
が
学
べ
る
こ
と
。

③
夏
休
み
等
、
長
期
休
暇
で

　
も
生
活
の
リ
ズ
ム
が
乱
れ

　
な
い
こ
と
。

④
ク
ラ
ス
の
友
達
と
は
違
う

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
持
て
る

　
こ
と
。

⑤
学
童
の
支
援
員
、
先
生
方

　
と
の
距
離
が
近
い
。

　
取
り
組
み
方
と
し
て
は
、

子
ど
も
た
ち
が
同
じ
場
所
、

同
じ
メ
ン
バ
ー
で
一
緒
に
暮

ら
す
こ
と
で
安
心
感
の
あ
る

生
活
を
作
れ
る
よ
う
環
境
整

備
に
努
め
、
学
校
や
保
護
者
、

地
域
等
と
連
携
し
て
子
ど
も

の
育
成
支
援
を
図
っ
て
ま
い

り
た
い
。

大石学童保育所

一 般 質 問

令和3年 3
月定例会

市政を問う
！



　

人
口
減
少
対
策
の
施
策　

岩
淵　

第
２
次
総
合
計
画
後

期
基
本
計
画
の
具
体
化
で
、

人
口
移
動
の
原
因
を
移
動
先

と
の
関
係
で
分
析
し
対
策
を

講
ず
る
こ
と
が
課
題
だ
と
思

う
。

　

60
代
の
雇
用
環
境
を
整
え

る
事
、
筑
後
地
域
で
特
に
高

い
３
歳
未
満
児
保
育
料
の
引

き
下
げ
を
求
め
る
。

市
長　

高
年
齢
者
雇
用
安
定

法
で
、
今
年
４
月
か
ら
70
歳

ま
で
就
業
機
会
確
保
の
努
力

義
務
が
求
め
ら
れ
る
。

　

う
き
は
市
無
料
職
業
紹
介

所
を
開
設
し
、
令
和
３
年
１

月
末
16
名
と
増
加
傾
向
に
あ

る
。

　

次
年
度
以
降
登
録
企
業
数

を
増
や
し
、
就
業
の
場
の
掘

り
起
こ
し
と
支
援
を
行
う
。

岩淵 和明議員
いわぶち　かずあき

３
歳
未
満
児
保
育
料
の
引
き
下
げ
を

検
討
を
行
う
必
要
は
あ
る
（
市
長
）

竹永 茂美議員
たけなが　  しげみ

令
和
３
年
度
に
吉
井
学
童
保
育
所
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

新
築
工
事
を
予
定
（
市
長
）

　

保
育
料
は
、
３
歳
未
満
児

の
59
％
が
入
所
し
、
41
％
が

自
宅
保
育
さ
れ
て
お
り
、
状

況
を
注
視
し
施
策
の
検
討
を

重
ね
て
い
く
。

 　

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
防
止
策

岩
淵　

ワ
ク
チ
ン
の
効
果
に

つ
い
て
認
識
を
伺
う
。

市
長　

ワ
ク
チ
ン
の
効
果
は

発
症
予
防
、
重
症
化
予
防
効

果
は
あ
る
が
、
感
染
予
防
は

実
証
が
難
し
い
と
言
わ
れ
て

い
る
。

　

従
っ
て
感
染
防
止
策
は
今

後
も
重
要
で
、
政
府
も
無
症

状
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
充
実
に
乗

り
出
し
て
い
る
。

岩
淵　

社
会
的
検
査
の
必
要

性
の
認
識
は
。

市
長　

県
の
方
が
取
り
組
ん

で
お
り
、
し
っ
か
り
つ
な
い

で
い
く
。

竹
永　

施
設
を
作
る
と
き
保

護
者
、
支
援
員
、
運
営
側
の

意
見
を
十
分
に
聞
く
の
か
。

市
長　

年
々
増
加
す
る
入
所

希
望
児
童
受
け
入
れ
の
た
め
、

今
後
予
定
し
て
い
る
施
設
整

備
に
沿
っ
て
定
員
を
増
員
し

受
け
入
れ
強
化
を
図
る
。
保

護
者
か
ら
の
要
望
等
は
可
能

な
限
り
対
応
に
努
め
る
。

竹
永　

支
援
員
や
運
営
側
の

要
望
を
十
分
聞
い
て
施
設
や

人
的
配
置
を
行
う
の
か
。

福
祉
事
務
所
長　

支
援
員
や

運
営
側
の
要
望
は
連
絡
協
議

会
等
が
あ
る
の
で
、
可
能
な

限
り
把
握
し
対
応
を
検
討
す

る
。

竹
永　

Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
や
福

教
組
浮
羽
三
井
支
部
な
ど
か

ら
の
教
育
条
件
整
備
「
30
人

学
級
」
な
ど
人
的
配
置
は
。

教
育
長　

人
的
配
置
に
よ
る

教
育
条
件
整
備
に
つ
い
て
は

努
力
し
て
い
る
。

竹
永　

年
度
末
を
控
え
退
職

や
異
動
の
先
生
が
い
る
。

　

タ
イ
ム
カ
ー
ド
破
棄
に
つ

い
て
関
係
者
の
問
責
と
当
時

の
職
員
へ
の
謝
罪
と
周
知
は
。

教
育
長　

市
懲
罰
委
員
会
の

意
見
を
踏
ま
え
る
必
要
が
あ

る
。
責
任
の
可
否
を
決
定
し

て
い
な
い
の
で
当
時
の
職
員

へ
の
謝
罪
や
周
知
は
検
討
し

て
い
な
い
。

　

今
慎
重
に
行
い
な
が
ら
も

で
き
る
だ
け
速
や
か
に
と
い

う
思
い
も
あ
る
の
で
し
っ
か

り
対
応
す
る
。

竹
永　

２
０
１
９
年
度
の
タ

イ
ム
カ
ー
ド
は
破
棄
さ
れ
て

い
た
が
、
こ
の
２
校
の
２
０

１
８
年
度
分
は
あ
る
の
か
。

学
校
教
育
課
長　

２
校
に
つ

い
て
は
存
在
し
な
い
。
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学
童
保
育
所
の

　
　
　
整
備
計
画
は
あ
る
の
か

保育環境の整備を

増築した千年学童保育所（右側）



「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
」
達
成
に
向
け
て
の

取
り
組
み
は

次
世
代
リ
ー
ダ
ー
の
養
成
を
行
う
な
ど
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
（
市
長
） やりみず　えいいち

佐藤 裕宣議員
さとう　 ひろのぶ

子
ど
も
・
子
育
て
施
策

　

課
題
解
決
へ
の
取
り
組
み
は

関
係
者
協
議
の
場
で
対
応
を
図
っ
て
い
る
（
市
長
）

鑓
水
　
持
続
可
能
な
開
発
目

標
達
成
、
将
来
に
向
け
、
既

存
基
金
の
統
廃
合
に
よ
る
新

た
な
基
金
創
設
に
取
り
組
む

意
欲
は
あ
る
か
。

市
長　

新
た
な
基
金
を
と
い

う
考
え
は
持
ち
合
わ
せ
て
い

な
い
が
、
基
金
の
在
り
方
と

適
正
な
起
債
の
在
り
方
と
い

う
の
を
常
に
考
え
な
が
ら
財

政
運
営
に
努
め
て
い
き
た
い
。

　

ま
た
、
起
債
は
確
か
に
現

象
と
し
て
は
借
金
だ
が
、
認

識
は
補
助
金
と
思
っ
て
い
る
。

　
９
月
創
設
予
定
の
デ
ジ
タ

　
ル
庁
に
つ
い
て

鑓
水
　
う
き
は
市
と
し
て
今

後
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
応
じ
た

行
政
の
サ
ー
ビ
ス
目
標
、
情

報
発
信
す
る
中
で
専
門
的
な

人
材
の
配
置
を
必
要
と
す
る

の
は
不
可
欠
な
こ
と
だ
と
思

う
が
。

市
長　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
推
進
枠
に
よ

る
職
員
１
名
の
採
用
と
、
専

門
的
な
知
識
と
経
験
を
有
し

た
会
計
年
度
任
用
職
員
１
名

を
採
用
し
た
。

　

さ
ら
に
有
識
者
を
非
常
勤

の
デ
ジ
タ
ル
・
ト
ラ
ン
ス
フ

ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
と
し
て
登
用
す
る
こ
と

佐
藤
　
子
育
て
支
援
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
か
ら
見
え
て
く
る

優
先
課
題
と
は
。

市
長
　
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で

は
、
充
実
を
図
っ
て
ほ
し
い

支
援
項
目
と
し
て
、
公
園
等

の
子
連
れ
で
も
出
か
け
や
す

く
楽
し
め
る
場
所
が
最
も
多

く
挙
が
っ
て
お
り
、
子
ど
も

の
遊
び
場
や
交
流
の
場
の
充

実
に
向
け
た
取
り
組
み
が
必

要
だ
と
考
え
て
い
る
。

　

ま
た
、
働
く
女
性
が
増
加

し
、
仕
事
と
子
育
て
の
両
立

の
困
難
さ
や
子
育
て
に
対
す

る
不
安
感
、
負
担
感
が
増
大

し
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
育
児
に
対
す
る

不
安
感
、
負
担
感
を
軽
減
す

る
た
め
様
々
な
子
育
て
支
援

サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
情
報
提

供
、
相
談
体
制
の
充
実
に
向

け
た
取
り
組
み
の
推
進
を
図

る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い

る
。

佐
藤
　
課
題
解
決
に
向
け
た

具
体
的
な
取
り
組
み
は
。

市
長
　
公
園
に
関
し
て
は
、

現
在
公
園
整
備
検
討
部
会
を

設
置
し
検
討
を
進
め
て
い
る
。

　

情
報
提
供
、
相
談
体
制
強

化
に
つ
い
て
は
、
市
内
２
か

所
に
設
置
し
て
い
る
地
域
子

育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
に
お
い

て
年
間
延
べ
４
４
０
０
人
と

多
く
の
皆
さ
ん
に
利
用
し
て

頂
い
て
い
る
。

佐
藤
　
子
ど
も
医
療
費
無
料

化
等
の
経
済
的
支
援
を
求
め

る
声
も
多
く
挙
が
っ
て
い
る
。

市
長
公
室
長
　
予
算
の
限
り

も
あ
る
の
で
な
か
な
か
全
て

が
施
策
ま
で
結
び
つ
く
こ
と

は
出
来
な
い
が
、
関
係
者
協

議
の
場
で
様
々
な
子
育
て
支

援
・
少
子
化
対
策
に
つ
い
て

検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。
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一人で悩まず相談を

で
体
制
強
化
を
図
る
こ
と
と

し
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
人
材

を
有
効
に
活
用
し
な
が
ら
、

利
便
性
の
向
上
と
市
民
の
皆

様
へ
の
き
め
細
か
な
サ
ー
ビ

ス
を
実
現
す
る
こ
と
を
目
標

と
し
て
取
り
組
む
。

そ
の
他
の
質
問

・
う
き
は
市
国
土
強
靭
化
地

域
計
画
に
つ
い
て

き
ょ
う
じ
ん
か

うきは市は持続可能な開発目標
（SDGs）を支援しています
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地域おこし協力隊
特
集

うきは市議会だより No.65

令和 3年 5 月 1 日発行

　「地域おこし協力隊」とは、人口減少や高齢化等の進行
が著しい地方において、地域外の人材を受け入れ、地域協
力活動を積極的に行ってもらい、その定住・定着を図るこ
とで意欲ある都市住民のニーズに応えながら、地域力の維
持・強化を図っていくことを目的とした制度です。
　うきは市では現在10名の隊員の皆さんに3年という任期
の中で地場産品のPR、農林業への従事、住民支援などの様
々な「地域協力活動」を行っていただいています。
　今回うきはフルーツ推進プランナーとして活動されてい
る矢野尚美さん（3年目）にお話を伺いました。  

Ｑうきは市の地域おこし協力隊に応募された動機を
教えてください。

　出身が大刀洗町で大阪の製菓専門学校を卒業後、
料理関係の仕事で各地を転々としていましたが、子
どもを３人育てながらというのは難しい面がありま
した。子育てしながらできる料理・食に関する仕事
を探していた時にうきは市の地域おこし協力隊フル
ーツ推進プランナーの募集を知り、応募させていた
だきました。 

Ｑ着任3年目ということですが、今後についてはどうお考えですか？

　着任後ほぼうきは市から出ていません。うきは市での暮らしの中ですべてが完結するというくらい仕事もプ
ライベートもうきは市での生活は充実しています。うきは市から離れることは考えられません。できればこの
まちで食に関わる仕事、例えば子どもが自分の頭で考えるチカラを育てられる、レシピもない手順もない自分
で生きていくチカラが身につくような、子どもを対象とした料理教室等が開けたらと思っています。

Ｑフルーツ推進プランナーとしてどのような活動に従事されていますか？

　パティシエの経験を活かして市内の店舗で、うきは市の季節ごとのフ
ルーツを使ったパフェの商品開発をさせていただいたり、着任後立ち上
げた「うきはパフェ部」では１年間で400人を超える方々にパフェづく
りを体験してもらえました。他に婚活のイベントや、野外イベント・マ
ルシェなどの中でもパフェ作りを企画するなど、ようやく地域での認知
度も上がってきたかなと思っていました。
　ところが今回のコロナ禍です。イベント中止や活動自粛のなか挑戦し
たのが、「オンライン日本一周の旅」という企画でした。全国の地域お
こし協力隊員と連携し、参加してくれる方が家にいながら旅気分を味わ
えるように、協力隊が移住者の視点から見た各地の魅力や、そこの人た
ちの魅力をオンラインで伝えていくという取り組みです。結果的に28時
間もの日本一周ツアーが実現し、参加者は240人を超え多くのメディア
にも取り上げていただきました。 

取材を終えて・・・
　とても明るく前向きな矢野さん、そんな彼女から取材を通して３人の子どもさんを育てる母親としての逞し
さと優しさ、そして自分の天職ともいえる料理・食の仕事を通じ、これからも地域（うきは市）に貢献してい
きたいという思いが伝わってきました。地域おこし協力隊の皆さんが安心してうきは市に定住できるよう、行
政としても今後更なる支援が必要ではないかと感じました。

たくま

オンライン日本一周ツアーイベント当日の様子

うきぴーパフェ部部長と矢野副部長
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傍聴しませんか
6月議会定例会は
6月11日（金曜日）
開催予定です。

◆一般質問は
6月14日（月）・15日（火）
の２日間行われる予定
です。

◆インターネット
のライブ配信と録
画配信もおこなっ
ています。

　小学校のころから
野球が好きで、今も
地元の草野球チーム
で楽しんでいるバリ
バリの 22才です。

　
実
家
は
２
代
に
渡
り
バ
ラ
の
生
産
を
し
て
お
り
、
小
さ
い
頃
か
ら

そ
の
様
子
を
見
て
き
ま
し
た
。

　
大
学
在
学
中
に
家
業
を
継
ぐ
こ
と
を
決
意
し
、
福
岡
花
市
場
で
２

年
間
研
修
を
受
け
、
花
業
界
や
流
通
に
つ
い
て
学
ん
だ
後
、
３
年
前

か
ら
実
家
に
戻
り
３
代
目
と
し
て
父
親
の
指
導
の
元
、
バ
ラ
の
生
産

に
励
ん
で
い
ま
す
。

（
今
後
の
目
標
は
）

　
昨
年
か
ら
流
行
し
て
い
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
、
花

業
界
は
大
き
な
打
撃
を
受
け
ま
し
た
。
バ
ラ
の
主
な
使
用
用
途
で
あ

る
イ
ベ
ン
ト
や
ブ
ラ
イ
ダ
ル
の
中
止
や
延
期
に
よ
っ
て
売
り
上
げ
が

か
な
り
落
ち
込
み
、
中
に
は
生
産
を
減
ら
す
方
も
い
ま
し
た
。

　
そ
ん
な
中
、
昨
年
か
ら
Ｊ
Ａ
に
じ
の
花
部
会
の
若
手
生
産
者
数
人

で
「
フ
ロ
ー
リ
ス
ト
に
じ
」
と
い
う
新
た
な
グ
ル
ー
プ
を
立
ち
上
げ
、

販
路
拡
大
に
向
け
て
奮
闘
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
若
い
力
で
地
元

か
ら
花
業
界
を
盛
り
上
げ
て
行
こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

Ｑ 

：
う
き
は
市
の
印
象
は

　

（
▽
好
き
な
と
こ
ろ
・
▼
嫌
い
な
と
こ
ろ
）

Ａ 

：  

▽
緑
や
自
然
が
豊
か
で
空
気
が
き
れ
い
で
す
。

　
　

▽
う
き
は
ア
リ
ー
ナ
や
ス
ポ
ー
ツ
ア
イ
ラ
ン
ド
な
ど
様
々

　
　
　

な
運
動
や
ス
ポ
ー
ツ
を
で
き
る
環
境
が
あ
り
ま
す
。

　
　

▽
人
が
良
く
、
挨
拶
を
す
る
と
快
く
挨
拶
を
返
し
て
く
れ

　
　
　

ま
す
。

　
　

▼
若
い
人
が
遊
べ
る
場
所
が
少
な
く
、
遠
く
へ
行
か
な
い

　
　
　

と
い
け
ま
せ
ん
。

　
　

▼
Ｕ
ｂ
ｅ
ｒ  

ｅ
ａ
ｔ
ｓ
が
使
え
ま
せ
ん
。

Ｑ 

：
こ
れ
か
ら
の
う
き
は
市
に
期
待
す
る
事
や
、
や
っ
て
ほ
し　

　

い
こ
と
は

Ａ 

：  

今
、
若
い
世
代
の
人
は
都
会
に
出
て
い
く
人
が
多
く
な
っ

て
活
気
が
下
が
っ
て
き
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
な
の
で
、
も
っ

と
う
き
は
市
に
住
ん
で
み
た
い
！
う
き
は
市
に
住
み
た
い
！
と

思
え
る
よ
う
な
環
境
を
作
っ
て
、
活
性
化
し
て
く
れ
た
ら
良
い

な
と
思
い
ま
す
。

Ｑ 

：
う
き
は
市
議
会
に
対
す
る
要
望
は

Ａ 

：  

ま
ず
、
若
い
世
代
は
そ
も
そ
も
市
議
会
が
何
を
や
っ
て
い

る
の
か
、
ど
う
い
う
と
こ
ろ
が
改
善
さ
れ
た
な
ど
を
知
ら
な
い

と
思
い
ま
す
。
ま
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
議
事
録
な
ど
は
見
れ

ま
す
が
、
長
く
読
み
づ
ら
か
っ
た
の
で
簡
潔
に
わ
か
る
よ
う
な
、

見
た
く
な
る
よ
う
な
サ
イ
ト
を
作
っ
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま

す
。

田代 淳輝さん
 （吉井町福永）

『
松
浦
バ
ラ
園
』

　
　
　
　
　
　  

松
浦
泰
裕
さ
ん

　
　   （
う
き
は
市
吉
井
町
生
葉
）

表
紙
の
紹
介

表
紙
の
紹
介

議
　
　
長
　
　
　
　
　
　    

　
中
野
　
義
信

委
員
長
（
副
議
長
）　
　  

　
佐
藤
　
裕
宣
　

副
委
員
長
　
　
　
　
　
　
　
　
野
鶴
　
　
修

委
　
　
員
　
　
　
　
　
　
　
　
伊
藤
　
善
康

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鑓
水
　
英
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
竹
永
　
茂
美

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
組
坂
　
公
明

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

発
行
責
任
者

広
報
広
聴
委
員
会

　

新
学
期
が
始
ま
り
、
子
ど
も
た
ち
が
保
護
者
や

交
通
指
導
員
な
ど
に
見
守
ら
れ
な
が
ら
元
気
に
通

っ
て
い
ま
す
。
新
し
い
門
出
を
祝
う
小 

・
中
入
学

式
も
今
年
は
４
月
に
来
賓
な
し
の
短
時
間
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
一
年
が
過
ぎ
た
３
月
定
例
会

に
於
い
て
、
一
般
会
計
予
算
は
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る

市
税
や
地
方
交
付
税
交
付
金
減
を
財
政
調
整
基
金

な
ど
で
補
う
大
変
厳
し
い
財
政
事
情
で
し
た
。
ま

た
、
昨
年
の
豪
雨
災
害
復
旧
工
事
や
入
札
不
調
と

工
事
未
完
了
に
よ
る
繰
越
明
許
（
翌
年
度
に
繰
越

す
こ
と
）
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。

　

来
月
か
ら
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
ワ
ク

チ
ン
接
種
が
始
ま
り
ま
す
。
接
種
を
受
け
る
か
ど

う
か
は
個
人
の
判
断
で
す
が
、
今
の
と
こ
ろ
接
種

以
外
に
有
効
な
手
立
て
は
あ
り
ま
せ
ん
。「
３
密
」

を
避
け
る
こ
と
を
強
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

最
後
に
、
一
日
も
早
く
子
ど
も
達
の
瞳
が
曇
ら

な
い
安
心
し
た
日
常
生
活
が
送
れ
る
こ
と
を
願
っ

て
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　

（
竹
永 

茂
美
）

編
集
後
記
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